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第I章 はじめに 

１．背景・目的 

滝上町においては、2016年度（平成28年度）に「滝上町公共施設等総合管理計画」の策定

を行い、これに基づき、滝上町が所有する公共施設の運営管理を進めている。 

計画策定から5年を経過し、計画の進捗状況の確認が必要となっている状況にあり、また、

総務省より「策定済みの個別施設計画等を踏まえ、見直しを行うこと（令和3年度までの公共

施設等総合管理計画の見直しに当たっての留意事項について（総財務第6号、令和3年1月26

日））」の通知を受け、2021年度（令和3年度）中に計画改訂を行うに至った。 

 

２．計画の位置づけ 

本計画は、「童話村構想基本計画」や「第6期滝上町総合計画」、「滝上町まち・ひと・し

ごと創生総合戦略（第2期）」を上位計画とし、また、「滝上町過疎地域持続的発展市町村計

画」等の関連計画との整合を図りながら、町の今後の人口減少・高齢化・財政情勢に対応し

た「これからの公共施設全般の基本方針」を定めるものであり、公営住宅・道路・上下水道

などの個別施設計画の方針は本計画に基づいて策定を行うものである。 

なお、本計画の推進にあたっては、時代の変化や社会情勢にあった柔軟な対策を図るた

め、必要に応じて適宜内容の見直しを行う。 
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インフラ長寿命化基本計画 

    

（各省庁が策定） 
インフラ長寿命化行動計画 

図 I-1 計画の位置づけ（概念図） 
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３．計画の対象 

公共施設には町民文化施設、学校、庁舎などの「公共建築物」のほか、道路、橋梁、上水

道などの「インフラ施設」がある。 

本計画の対象は、公共建築物とインフラ施設を含む町が保有する全ての公共施設である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．計画の期間 

公共施設の運営・管理にかかるコストは、今後の滝上町における行財政運営に大きく影響

を及ぼす要因の一つであることから、将来を見通した長期的視点での取り組みが必要であ

る。 

このため、長期にわたる公共施設の状況を展望しながらも、計画期間は当初策定計画に基

づき、2017年度（平成29年度）から2036年度（令和18年度）までの20年間とする。 

 

 

 

【記載における注意事項】 
 
年次の表記は西暦を基本とし、必要に応じて元号表示を併記することとする。ただし、

出典資料名など固有名詞に元号が含まれる場合は、元の表記のままとしている。 

 床面積や金額などの数値は表示単位以下を四捨五入して表記している。そのため、表

記数値の合計が表記された合計値と一致しないこともある。 

公共建築物 

町民文化施設・庁舎など 

道路・橋梁 
・上水道など 

インフラ施設 

【町の所有する公共施設 ＝ 計画の対象】 

図 I-2 計画の対象（概念図） 
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第II章 公共施設の現状と課題 

１．人口の推移・見通し 

滝上町の人口は、1961年の14,214人（住民基本台帳）をピークに年々減少が進み、2020年

には2,421人（国勢調査）となっており、「滝上町人口ビジョン（第2期）」によると、今後

も人口減少が進行し、2045年には1,530人になると見通されている。また、高齢者割合につい

ては、2045年では44.4％程度と見込まれている。 
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図表 II-1 滝上町の人口の推移と予測 

資料：（実績値（2020 年まで））国勢調査 
（推計値（2025 年から））滝上町人口ビジョン(第 2 期) 

資料：（実績値（2020 年まで））国勢調査 
（推計値（2025 年から））滝上町人口ビジョン(第 2 期) 

図表 II-2 滝上町人口の年齢３階層構成比の推移と予測 
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２．財政状況の推移 

滝上町の普通会計の決算額は、近年歳入・歳出ともに概ね 40億円台で推移している。 

固定的な歳入といえる「地方税」と「地方交付税」については、概ね 25億円前後で、また、歳

出のうち公共施設の整備や管理費用となる「普通建設事業費」は、概ね 10億円前後で推移してい

る。 

この様な状況の中、滝上町においては、限られた財源のなかで長期的な行財政運営の指針とな

る行財政改革実施計画に基づいた改革を進めているところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 II-3 滝上町普通会計の歳入決算額の推移 

資料：総務省 市町村別決算状況調（2011～2019） 

図表 II-4 滝上町普通会計の歳出決算額の推移 

資料：総務省 市町村別決算状況調（2011～2019） 
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３．公共建築物の現状 

（１）現在の保有量 

滝上町が保有する公共建築物の建物数の合計は339棟であり、延床面積は約8.6万㎡となってい

る（2020年度末）。このうち、最も延床面積が大きいのは「住宅施設」であり、約2万8千㎡と全

体の約32％を占めている。次に「運動・観光施設」が多く約1万2千㎡（全体の約14％）となって

いる。 

滝上町の一人あたりの公共建築物延床面積は、道内10万人未満の市町村の平均的な位置にある

といえるが、全国・全道と比較するとその割合が大きい状況であり、今後人口減少が続く中、公

共建築物の維持費が財政的な負担要因となっていくことが懸念される。 
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滝上町 北海道 全国

（㎡/人）

数字は合計

普通財産

その他

公営住宅

学校

行政機関

滝上町は 27.3 ㎡/人であり、 

・全道値の 4.1 倍 

・全国値の 7.1 倍 

資料：住民基本台帳（2020 年 1 月 1 日現在）。公共施設状況調査（2019 年度末現在） 

図表 II-5 施設用途別の公共建築物保有状況 図表 II-6 施設用途別の公共建築物保有状況 

資料：滝上町調べ 「数」は建物数 

図表 II-7 公共施設延床面積の比較（全道・全国） 

建物数

構成比

町民文化施設

社会教育施設

運動・観光施設

産業系施設

学校教育施設

子育て支援施設

保健福祉施設

医療施設

行政施設

住宅施設

供給処理施設

その他施設

遊休施設

インフラ施設

床面積

構成比

町民文化施設

社会教育施設

運動・観光施設

産業系施設

学校教育施設

子育て支援施設

保健福祉施設

医療施設

行政施設

住宅施設

供給処理施設

その他施設

遊休施設

インフラ施設

大分類 施設例 数
延床面積

（㎡）

町民文化施設
文化センター、多目的活性化
センター、ほか

14 7,706

社会教育施設 郷土館、たくみ館、ほか 6 1,693

運動・観光施設
ホテル渓谷、スポーツセン
ター、ほか

20 12,119

産業系施設
農産物加工研究センター、
ら・てーる、ほか

10 1,272

学校教育施設 滝上小、濁川小、ほか 13 11,576

子育て支援施設 認定こども園 5 1,011

保健福祉施設 ウエル 3 486

医療施設
国民健康保険診療所、歯科
診療所、ほか

2 2,733

行政施設 役場庁舎、消防、ほか 20 6,605

住宅施設 公営住宅、職員住宅、ほか 219 27,585

供給処理施設 クリーンセンター 7 1,498

その他施設
火葬場、まちなか活性化店
舗、ほか

10 1,304

遊休施設 白鳥小、滝下小、ほか 7 6,892

インフラ施設
浄水場、下水道終末処理施
設、ほか

3 3,429

339 85,911合計
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築年別に建物の保有状況（延床面積）を見ると、1970～1990年に建設された施設が多くなって

おり、これらの施設が今後大規模改修や建替え費用など多くのコストを必要とすることが予想さ

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築年代 代表的な建築物 

1960年代 旧濁川公民館、旧滝西公民館 など 

1970年代 郷土館、たくみ館、滝上町国民保健診療所、滝上支署 など 

1980年代 役場庁舎、文化センター、滝上小学校、濁川小学校、ホテル渓谷、 など 

1990年代 多目的活性化センター、基幹集落センター、フレグランスハウス、キューパレス など 

2000年代 ら・てーる、二区ふれあいセンター など 

2010年代 ぴあ、まちなか活性化店舗 など 

2020年代 浄水場 など 

  

y = 1117.1x0.5144
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滝上町

資料：住民基本台帳（2020 年 1 月 1 日）、総務省「公共施設状況調査（2019 年度末）」、「行政財産」の数値を使用 
※「公共施設状況調査」と本計画の対象施設は一部一致していない為、他の図表の数値とは異なる。 

※「林務倉庫」・「ら・てーる（車庫）」については建設年次不明のため、それぞれ 1970 年・2004 年とした（以下同じ） 

図表 II-8 道内市町村における人口と公共施設延床面積の関係（人口 10万人未満） 

図表 II-9 公共施設の築年別延床面積 

図表 II-10 建築年代別の代表的な建築物 
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（２）保有量の推移 

近年の滝上町における施設保有量の推移をみると、6万㎡弱で概ね横ばいとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）有形固定資産減価償却率の推移 

近年の滝上町における有形固定資産減価償却率の推移をみると、徐々に上昇している状況であ

り、2019年度の減価償却率は74％程度となっている。 
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図表 II-11 滝上町の施設保有量の推移 

資料：総務省 公共施設状況調査 

図表 II-12 有形固定資産減価償却率の推移 

資料：滝上町財務書類作成報告書 



 

8 

４．インフラ施設の現状 

（１）道路 

滝上町の管理する道路延長は 209㎞におよんでいる。 

2014 年度から 2020 年度の道路事業費の推移を見ると、年度によって大きな変動があるものの

年間 1億円前後で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

図表 II-13 滝上町の道路延長と道路部面積 

資料：滝上町資料（2021 年 4月 1 日現在） 農道整備状況調査（2020 年 8 月 1 日現在） 
※道路部面積の合計には農道を含まず 

図表 II-14 道路維持管理費の推移 

 

資料：滝上町資料 
※国庫補助事業と単独事業の工種別内訳のうち、「道路改築－道路改良、舗装補修、他の補修、維

持、調査、その他」を計上 

舗装道 未舗装道 合計

1級 30,203 5,463 35,666 260,090

2級 21,938 20,662 42,600 266,038

その他 21,152 108,850 130,002 605,824

農道 1,153 0 1,153 -

合計 74,446 134,975 209,421 1,131,952

実延長（m） 道路部面積
（㎡）

区分

101
94 93

120
128

107 112

0

20

40

60

80

100

120

140

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

（百万円）
実績値の平均

108百万円/年
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（２）橋梁 

滝上町が管理する道路橋は現在 88橋で、1960年代から 1970年代の高度経済成長期に建設され

た橋梁が全体の 40%を占めている。 

そのうち建設後 50年を経過する高齢化橋梁は 2020年で約 3割（24橋）であるが、2040年には

約 8割（66橋）と急激に高齢化橋梁が増加することが予想されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）公園 

滝上町では、都市公園が 5か所位置している。このうち、「滝上町公園施設長寿命化計画（平成

31年 2月）」では、その重要性や施設の状況等から、「芝ざくら滝上公園」・「栄町児童公園」・「道

の駅『香りの里たきのうえ』広場」の 3 か所を計画対象としており、それぞれの概要は次のよう

になっている。 

なお、これらの公園においては、管理者を主体に公園施設、遊具施設、建築、設備等について

定期的な通常点検を行い安全性を確保するとともに、長寿命化に向けた施設の維持管理に努めて

いるところである。 

 

 

名称 概要 

芝ざくら滝上公園 

大正 12年設置の歴史ある公園である。昭和 30年代以降数度の拡張、

区域変更を経て現在に至る。施設は昭和末期～平成初期に設置された

ものが多く施設によっては腐食や破損が確認されている。点検施設は

休憩・サービス施設、管理施設を中心に公園施設全般と観光案内所、

トイレ、売店などの建築物となっている。 

栄町児童公園 

平成 16年に開設され、現在の遊具施設は平成 24年に更新されたもの

である。施設は新しいため状態は良好である。計画的な維持管理によ

り今後も安全で良好な状態を維持していくことが重要である。 

道の駅「香りの里たき

のうえ」広場 

平成 16年の供用開始より 15年以上が経過している。木製の施設が多

く一部劣化が見られるため、施設ごとに適切な判断が必要である。 

  

1950年代, 3, 3%

1960年代, 16, 

18%

1970年代, 20, 

23%1980年代, 26, 

30%

1990年代, 14, 

16%

2000年代, 7, 8%

2010年代, 2, 2%

【建設年代別橋梁数】 
 

資料：滝上町橋梁長寿命化修繕計画（2021 年度改訂版） 

【建設後 50年以上経過の橋梁数の推移】 
 

図表 II-16 各公園の概要 
 

図表 II-15 滝上町における橋梁の状況（合計 88橋） 
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（４）上水道 

滝上町の水道事業は 1961年に滝上浄水場が完成し、同年に給水を開始した。以後、給水人口と

給水区域を広げ、現在では山間部を除く町内ほぼ全域で給水が可能となっている。なお、2020年

度に浄水場施設の更新が完了し、水質が整い次第、供用開始の予定である。 

水道管の総延長（給水管と導水管）は、28,014m（2020年度末）におよんでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）下水道 

滝上町においては、1995年に事業認可を受けて特定環境保全公共下水道の整備が進められてお

り、2000 年 3 月の滝上終末処理場の供用などを経て 2020 年度末の普及率は約 87％（処理人口

1,819人/行政人口 2,088人＝87.1％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区分 延長（m）
配水管 18,541
導水管 9,473
総延長 28,014

延長（m）
50φ以下 1,823
75φ 8,836
100φ 1,788
125φ 985
150φ 3,626
200φ 1,482

18,541

区分

合計

口径

図表 II-17 上水道管の延長 
 

図表 II-18 上水道管の径別配水管延長 

 

（渓谷公園除く：27，174ｍ） 
資料：滝上町資料（2020 年度末） 

（渓谷公園除く：17,701ｍ） 
資料：滝上町資料（2020 年度末） 

資料：滝上町資料（2022 年 1 月） 

図表 II-19 特定環境保全公共下水道の径別延長 

 延長（m）
350 3,012
300 932
250 1,589
200 7,377
150 19,246
100 915
75 113

33,185
612

32,573

合計
（うち重複延長）

差引延長

区分

管径
（㎜）
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５．公共施設等の更新費用の見通し 

（１）公共施設 

１）対策を実施しない場合 

現在管理されている全ての建物を定期的に建替・改修を行う場合の試算を行う。 

試算は、総務省の「公共施設及びインフラ資産の将来の更新費用の比較分析に関する調査

結果（平成 23年度）」で示された推計方法と推計ソフト（地域総合整備財団作成）に基づい

て行い、建替と大規模改修にかかる費用を計上した。（建替周期は 60年、大規模改修を建替

の中間年次の 30年で実施） 

2022 年から 2061 年までの将来 40 年の合計費用は約 306 億円、年平均で約 7.7 億円とな

り、年間 16億円を超える費用支出が見込まれる年次もある。 

 

 

40年間の累積費用 年平均費用 

約306億円 約7.7億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 II-20 対策を実施しない場合のコストの見通し 

図表 II-21 対策を実施しない場合の年次別コスト 

10 年後▼ 20 年後▼ 30 年後▼ 40 年後▼ 
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２）対策を実施した場合 

全ての建物を対象として建替や改修を行うのではなく、存続方針の建物のみを対象とし

て定期的に建替や改善を行う場合の試算を行う。建替周期や改修の周期は、前出と同様とす

る。 

試算の結果、2022 年から 2061 年までの将来 40 年の合計費用は約 258 億円となり、年平

均で約 6.5億円となる。 

 

 

40年間の累積費用 年平均費用 

約258億円 約6.5億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 II-22 対策を実施した場合のコストの見通し 

図表 II-23 対策を実施した場合の年次別コスト 

10 年後▼ 20 年後▼ 30 年後▼ 40 年後▼ 
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（２）インフラ施設 

インフラ施設については、以下の様な方針において、長寿命化等の対策を実施する場合と

実施しない場合のコストの試算を行う。 

 

 

項目 長寿命化等の対策を実施しない場合 長寿命化等の対策を実施する場合 

道路 
定期的に舗装を更新（15年周期）。 

(公共施設等更新費用推計ソフトより) 

劣化状況や路線の重要度を考慮し、過

去補修費用の範囲内で対策を実施。 

橋梁 

従来型の対応を実施。 

（滝上町橋梁長寿命化修繕計画（2021

年度改訂版）における試算より） 

「滝上町橋梁長寿命化修繕計画（2021

年度改訂版）」に基づく、予防保全的な

対策を実施。 

公園 

従来型の対応を実施。 

（滝上町公園施設長寿命化計画におけ

る試算より） 

「滝上町公園施設長寿命化計画」に基

づく、予防保全的な対策を実施。 

上水道 
定期的に敷設替え（40年周期）。 

(公共施設等更新費用推計ソフトより) 

同左。（上水道ストックマネジメント計

画未作成のため、効果算出はなし） 

下水道 

従来型の対応を実施。 

（滝上町下水道ストックマネジメント

実施計画における試算より） 

「滝上町下水道ストックマネジメント

実施計画」に基づく対策を実施。 

 

 

 

項目 
おおよその削減効果 

（百万円/年） 
備考 

道路 247 対策なし：355百万円/年、対策あり：108百万円/年 

橋梁 120 対策なし：130億円/60年、対策あり：60億円/60年 

公園 2 2,459千円/年の削減 

上水道 － 上水道ストックマネジメント計画未作成のため 

下水道 56 56百万円/年の削減 

合計 425  

 

  

図表 II-24 インフラ施設における対策の有無の考え方 

図表 II-25 見込まれる費用と対策の効果 
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図表 II-26 「滝上町橋梁長寿命化修繕計画」による中長期補修予算シミュレーション結果 

資料：滝上町橋梁長寿命化修繕計画（2021 年度改訂版） 

図表 II-27 「滝上町公園施設長寿命化計画」による長寿命化対策の実施効果 

 

資料：滝上町公園施設長寿命化計画（2019 年 2 月） 

 

図表 II-28 「滝上町下水道ストックマネジメント実施計画」におけるコスト縮減効果 

資料：滝上町下水道ストックマネジメント実施計画（2019年 2 月） 
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６．公共施設の維持管理費用 

滝上町の公共施設における運営管理に係る経費の概要を整理する。前回計画策定時の調査資

料を基本としつつ、その後に管理形態に変更があった施設等における近年の実績値を反映し概

ねの年間経費をまとめると、以下の通りとなり費用の合計は 2億 7千万円程度となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．これまでの取り組み 

滝上町においては、2017年 3月に、「滝上町公共施設等総合管理計画」を策定し、当該計画に

基づき公共施設の最適化を進めている。 

計画策定時から現在まで、旧町民センター・旧滝西診療所や老朽化した公営住宅の除却を進

め、公共施設量の削減を行っているところである。 

あわせて、道立滝上高等学校が 2018年度をもって閉校となった後、令和 3年度から滝上中学

校としてその跡施設を活用しているなど、既存ストックの有効利用も進めている。 

また、今後とも、小学校の統廃合や遊休施設の廃止の検討、また、多目的活性化センター（童

話村交流プラザ）におけるプラザの湯はホテル渓谷へ一元化するため廃止を予定するなど、施

設の効果的かつ効率的な運営管理に向けて取り組みを進めていくところである。 

 

 

施設名 延床面積（㎡） 建築年度 備考 

旧町民センター 1,557 1978 年  

旧滝西診療所 120 1982 年  

公営住宅 幸和団地（4 棟） 708 1971～1973 年 面積は合計 

  

単位：百万円

施設区分 管理委託料 その他経費 光熱水費 合計 備考

町民文化施設 7 5 21 32

社会教育施設 0 0 1 1

運動・観光施設 89 4 3 95

産業系施設 0 0 1 1

学校教育施設 0 2 15 17

子育て支援施設 0 0 6 7

保健福祉施設 0 0 1 1

医療施設 4 22 14 40

行政施設 6 1 12 19

住宅施設 0 2 1 3

供給処理施設 1 1 3 6

その他施設 4 2 1 6

遊休施設 0 2 7 8

インフラ施設 0 26 6 32

合計 111 66 91 269

図表 II-30 廃止を行った主な施設 
 

図表 II-29 町管理施設における維持管理費用 

資料：滝上町調べ 

 

資料：滝上町調べ 
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第III章  公共施設の基本方針 

１．方針① 施設保有量の削減 

今後更なる人口減少や高齢化が進行する状況下においても、限られた財源の中で公共サー

ビスを持続的に提供していくためには、財政支出に占める普通建設事業費を適正な規模に抑

制し、バランスの取れた財政運営を行っていくことが肝要といえる。 

この様な中、滝上町においては、当初計画の策定時点（2016年度）で延床面積にして約 8

万㎡の公共建築物の管理を行っており、今後これら施設の老朽化に伴い維持管理費用や改修

費用等が膨れ上ることにより、まちの財政運営に大きな影響を及ぼすことが予想される。 

この様な背景を踏まえ、滝上町が保有する公共施設に関しては、当初計画において設定し

た目標を踏まえ、「用途転用」、「複合化」及び「再編・統合・廃止」などの実施により、その

総量を削減していく。 

公共施設総量（延床面積）は、目標年次において 2割以上の削減を目標とする 

 

 

 

 

 

 

（１）既存施設の総合的な利活用方向の検討 

「第 6 期滝上町総合計画」等における方針などを踏まえながら、町民の生活利便性の維持・

向上を基本的な姿勢として、既存施設の有効活用を図っていく。 

また、時々の施設利用の実態や町民ニーズの変化などに対応し、既存施設の「用途転用」や

一つの建物に複数の機能を盛り込む「複合化」なども検討するとともに、再編等にあたっては

地域バランスや人口動向なども含めた総合的な検討を行う。 

 

（２）統合や廃止の推進 

滝上町では、人口ビジョン（第 2 期）において 2045 年（令和 27 年）の人口を 1,530 人と見

通したまちづくりを推進することとしており、今後の人口減少が進む中において過大な施設保

有量にならない様、「再編・統合・廃止」による総量の削減に取り組んでいく。 

現在の遊休公共施設や遊休地については、売却や譲渡、施設の用途転用など有効活用の可能

性について検討した上で、それらの可能性が見いだせない建築物については、倒壊危険性や近

隣居住環境、周辺景観への影響などを考慮して計画的に除却を進めることとする。 

公共施設の削減量（延床面積）は、目標年次において 2 割程度を目標とし、その後も人口減

少の動向を踏まえながら普通建設事業費の適正化に向けて適宜削減を進めていく。 

  

2016年度の延床面積 

約 8万㎡ 

2036年度の延床面積 

目 標 値 

約 6.4万㎡ 

2割の削減 

2021 年度の延床面積 
約 8.6 万㎡※ 

※旧滝上高校の中学校校舎としての有効活用や、浄水場の新規整備等により面積が増加 
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２．方針② 適切な維持管理の推進 

公共施設の更新・改修・維持管理などのトータルコスト削減のためには、施設の総量削減

だけでなく、適切な維持管理の実施によるコスト削減が必要である。 

施設の劣化状況を定期的に点検し、適切に補修・改修していくことで各施設の長寿命化を

図り、突発的な改修費用の発生を抑え、施設にかかる長期的なトータルコストを削減する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                        ・・・・・・ 
 
 

（１）施設の長寿命化 

補修・改修を計画的かつ予防的に行うことにより、劣化の進行を遅らせ、公共施設の機能・

品質を維持する。老朽化による破損や機能低下が予見されるときは早めに改修を行うことで、

長寿命化を図り、予期せぬ損傷・故障などによるサービスの低下や突発的な費用支出を抑える

ことが期待される。 

さらに、改修や更新の時期が重なることで過度な財政負担が生じないよう、計画的な事業実

施により財政負担の平準化を図る。 

 

（２）点検・診断等の実施と適切かつ計画的な維持管理 

公共施設の機能・品質を維持するには、劣化や損傷を早期に発見するための定期的な点検・

診断と日常的なメンテナンスが欠かせない。 

インフラ施設については、関係省庁が作成する点検マニュアル等に基づき、定期的なパトロ

ールや劣化状況診断を行う。公共建築物については施設管理者による日常点検や施設不具合の

報告を適切に実施し、劣化状況や対策履歴等の情報を記録する。 

発見された緊急性の高い不具合については早急な対応をはかるとともに、点検・診断等の記

録を全庁的に共有することで、今後の適切かつ計画的な維持管理に役立てる。 

 

（３）安全性の確保 

使用中の公共施設について、パトロールや点検・診断において高い危険性が認められた場合

は、利用や通行を規制するなどの安全確保措置を速やかにとるとともに、他の施設による代替

の可能性を含めて機能確保策を検討する。 

また、使用していない施設（遊休施設等）に高い危険性が認められた場合は、立ち入り禁止

措置などを講じたうえで、近隣居住環境や周辺景観への影響、建物倒壊の危険性、除却費用な

どを総合的に考慮して優先順位を決定し、計画的に施設の除却等の措置を進める。 

 

公共施設の更新・改修・維持管理 

トータルコスト管理 
適切な維持補修 

施

設

Ａ 

施

設

Ｂ 

施

設

Ｃ 

施

設

Ｄ 
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（４）災害時への備え・耐震性の向上 

過去滝上町において、大きな災害は発生していないが、近年は台風等による老朽化した民間

建築物の倒壊なども発生している。 

一方、公共施設は、地震や風水害、雪害など災害発生時及び災害復旧時において、避難所、

避難経路、防災備蓄拠点等として重要な役割を担うこととなる。 

災害時等を考慮した公共施設の適正配置の検討を行うとともに、防災拠点施設、避難施設及

び緊急輸送路の沿道に立地する公共建築物等について耐震性を向上させる。 

 

（５）バリアフリー・ユニバーサルデザインへの配慮 

公共施設等の改修・更新等の実施にあたっては、利用者ニーズや施設の状況等を踏まえ、誰

もが安心して利用しやすい施設とするよう、バリアフリーやユニバーサルデザインの視点を持

って進めていく。 

 

（６）脱炭素化に向けた取り組み 

脱炭素社会の実現に向け、公共施設の建設や改修にあたっては滝上町の特性に配慮した再生

可能エネルギーの導入や省エネルギー型設備機器への入れ替え、断熱性能の向上や道産木材な

ど地域資源の活用などに努める。また、公共施設の維持管理においても、適切な点検補修によ

るエネルギーロスの削減や温度・空調の適正管理、節電・節水などに努める。 

 

 

３．方針③ 連携と協働による計画推進 

公共施設の課題に対しては、町組織が一体となって取り組む必要がある。 

また、公共施設は地域住民の生活に密接に関わることから、地域住民と行政が情報を共有

し、地域住民の理解のもと対策を実施していく必要がある。 

しかし、町の職員や財源などの行財政資源には限りがあることから、住民や民間事業者等

の力とノウハウを取り入れていく必要がある。 

このことから、町のみが公共施設の対策にあたるのではなく、関係する地域住民や企業、

周辺自治体などと協力・連携して対策を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

（１）全庁的な取組体制の構築と進行管理 

公共施設の複合化や用途転用など、既存の施設の枠組みにとらわれない取り組みが必要で

ある。そこで、各公共施設所管課による庁内検討会議の開催を検討し、本計画の実現に向け

て、施設計画の進捗把握と計画の改善を進めていく。 

公共施設課題対策の 
施策検討 

（公共施設等総合管理計画） 

連携と協働の 
公共施設管理の実現 
・公共施設の住民理解促進 
・コスト削減 
・行政サービス向上 

 

取組推進 
町、住民 

民間事業者 

周辺自治体 



 

19 

また、計画を着実に進めていくため、定期的な評価・検証等を実施する。評価においては、

施策の進捗と公共施設の状況を把握し、維持管理費用の見通しと人口と財政の見通し等を再

検討し、ＰＤＣＡサイクルの確立に努め計画の改善につなげていく。 

計画の見直しと進捗評価については、行財政改革実施計画などに反映させ、必要に応じ公

表（広報誌やホームページ等）を行っていく。 

 

（２）施設情報の共有と一元化 

公共施設は、施設所管課（町営住宅、学校など）ごとに管理しており、必ずしも公共施設

の管理に関する情報が全庁的に共有されていない。 

そこで前項の「全庁的な取組体制の構築」に合わせて、公共施設情報を共有・一元化し、

今後とも定期的に情報を更新していく。 

また、効率的かつ効果的な関連情報の管理に向け、地方公会計制度に基づく固定資産台帳

や公有財産情報管理システムの導入等も進めていく。 

 

（３）町民の理解と協力 

計画を着実に進め、また、情勢変化に柔軟に対応するためには、計画の定期的な評価と改

善が必要である。 

そのためには、施策の進捗と公共施設の定期的な状況把握が必要である。計画の具体事業

化や方針の見直しを必要とする場合には、地域懇話会等による住民との対話や町のホームペ

ージへの掲載等により、町民の理解と協力のもと計画の実現に努めていく。 

 

（４）民間・団体との協働 

施設を健全かつ適切に維持管理するためには、必要な技術力・ノウハウを有する民間に委

託することも有効である。 

指定管理者制度※やＰＰＰ※、ＰＦＩ※の手法など、町と民間・団体との協働による施設維

持、運営の手法を検討し、コスト削減やサービス向上を図る。 
 

※指定管理者制度：地方公共団体やその外郭団体に限定していた公の施設の管理・運営を、株式会社を
はじめとした営利企業・財団法人・ＮＰＯ法人・市民グループなど法人その他の団体に
包括的に代行させることができる（行政処分であり委託ではない）制度である。 

 
※ＰＰＰ：Public Private Partnership の略。公共サービスの提供に民間が参画する手法を幅広く捉えた概念

で、民間資本や民間のノウハウを利用し、効率化や公共サービスの向上を目指すもの。 
 

※ＰＦＩ：Private Finance Initiative の略。公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力
及び技術的能力を活用することで、効率化やサービス向上を図る公共事業の手法をいう。 

 

（５）広域連携・行政間連携 

日常生活や産業の面で繋がりが強い西紋別地区市町村との連携を視野に入れるなど、公共

建築物の自治体間相互利用や、インフラ施設の国・道などによる技術的・経済的支援など、

周辺自治体や関係行政機関との連携協力により、組織間の情報交換を密にし、窓口を明確に

した体制を構築していく。 
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第IV章 公共建築物の施設類型ごとの基本方針 

１．町民文化施設の方針 

町民文化施設（集会施設・文化施設）は以下のようになっており、うち延床面積の合計が 1,000

㎡を超えているのは、「文化センター」「札久留公民館」「多目的活性化センター（童話村交流プ

ラザ）」「滝西公民館（旧滝西小）」となっている。 

①「文化センター」は、町内の文化施設の拠点的役割と、札幌と紋別を連絡する都市間バス

のターミナルとして公共交通の結節機能も果たしている。 

1 階部分がホールと図書館、2 階部分が集会室と小檜山博文学館となっており、町民のサー

クル活動は 2階で行われることが多い。 

利用者も多く、文化施設として日常的な維持管理とともに長寿命化を含めた定期的な改修・

改善を進め、バリアフリー改修等の実施により利便性を高めながら今後とも活用を図っていく。 

②「多目的活性化センター（童話村交流プラザ）」は、まちの中心部、虹の橋や渚滑川とサ

クルー川が交差する滝上町のシンボルといえる場所に位置している。 

当該施設においては、元町・旭町の地域コミュニティの核としての活用や、滝上渓谷「錦仙

峡」や虹の橋などの地域資源と一体となった、住民に身近なコミュニティスペース等として積

極的な活用を検討する。 

なお、温浴施設については、施設の効率的活用の観点から、2022年度に「ホテル渓谷」への

集約整備を予定する。 

また、当該施設は、芝ざくら滝上公園にも近接しており景観的にも重要な施設であることか

ら、外観面においても適切な維持管理を行い、童話村に相応しい景観の演出を検討する。 

③「交流センターぴあ」は、滝上小学校に近接した利便性の高い立地環境にあり、周辺には

公営住宅も多数立地しており多くの世帯が暮らし、夜間は地域の集会所としても活用されてい

る。今後も滝上町における「子育てしやすいまちづくり」を担う一施設として、日常的な維持

管理や長寿命化を含めた定期的な改修・改善を行う。 

④「基幹集落センター」は、濁川地区の地域コミュニティの核としての役割を担っている。

当該施設は葬儀会場としても活用できる町内唯一の施設であり、立地的にも濁川の中心部に立

地しており使い勝手も良く、利便性が高い施設である。 

また、当該施設は「消防団第 3分団車庫（消防施設）」も併設しており、濁川地域のコミュ

ニティの維持・向上のための重要な施設として、日常的な維持管理と定期的な改修・改善を進

めるとともに、図書館分室、子育てサロン、近接する高齢者・障害福祉施設との連携による、

高齢者と子ども達のふれあいの場など、周辺も含めた利便性の高い生活環境の形成を担う施設

としての活用も検討する。 

⑤「札久留公民館」、⑥「一区構造改善センター」、⑦「二区ふれあいセンター」、⑧「三

区会館」については、滝上町の重要な基幹産業である農業の生活環境の維持・向上のためのコ

ミュニティ拠点として、日常的な維持管理や長寿命化を含めた定期的な改修・改善を行ってい

く。 
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滝西では、類似施設の立地が数か所にみられる。⑨「滝西公民館（旧滝西小学校）」は、建

築後約 35年が経過し大規模改修の時期を迎えていることから、滝西会館との統合を検討する。 

⑩「滝西会館」については、地区内の拠点的な施設として、周辺施設の機能を当該施設に集

約し、今後も維持管理や修繕・改善などを行い、活用を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実績

文化施設 2,218 SRC造 1988 改修 　 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

1,707 RC造 1997 機能見直し
R4年度に、プラザの
湯をホテル渓谷に一
元化予定

184 木造 2014 維持

488/77/28 木造 1990 維持

668/496 木造/SRC造 2005 維持

154 木造 1990 維持

165 木造 2000 維持

138 木造 1992 維持

627/562 RC造/S造 1987 廃止 　
滝西会館との統合を
検討

194 木造 1996 維持

⑤札久留公民館

⑥一区構造改善センター

⑦二区ふれあいセンター

⑧三区会館

⑨滝西公民館
（旧滝西小）

⑩滝西会館

備考建築年※構造※延床面積

(㎡)※
施設名等

概ねの着手時期
今後の管理方針

方針
分類

～10年 10～
20年

参考
20～

①文化センター

②多目的活性化センター
（童話村交流プラザ）

③たきのうえ
交流センター・ぴあ

④基幹集落センター

集会施設

※同じ施設に 2 つ以上の棟がある場合には「/」で記載した（以下同じ） 
※計画期間を超える時期（20年以降）は参考として記載（以下同じ） 
※除却等により 2020 年度末時点で管理していない建物を除く（以下同じ） 

図表 Ⅳ-1 町民文化施設の方針 
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２．運動・観光施設の方針 

運動・観光施設（スポーツ施設・観光施設）のうち、延床面積の合計が 1,000㎡を超えてい

るのは、「スポーツセンター」「室内グラウンド」「ホテル渓谷」となっている。 

スポーツ施設に関して、①「スポーツセンター」・②「室内グラウンド」・③「水泳プー

ル」等が幸町に集積し、スポーツ公園を形成しており、2019年 4月から NPO法人滝上町スポ

ーツ協会が指定管理者として運営を行っている。 

今後とも施設群を一体的に捉えて日常的な維持管理や長寿命化を含めた改善や改修を行

い、町民のスポーツ活動の核としての機能を維持・向上させていく。 

⑥「道の駅」は滝上町の観光の玄関口として重要な施設であり、他の観光施設と連携し

て、来館者を市街地内に引き込むような工夫を検討する。国道を経由しての滝上の観光の入

口ともいえるため、バリアフリー化や美観にも留意したメンテナンスを検討する。 

⑧「渓谷公園コテージ（8人用、4人用）」は、2010年建設と比較的新しいことからＰＲの

強化により利用者の確保に努めていくが、大規模な修繕等のタイミングで施設存続の検討を

する。 

⑧「渓谷公園（センターハウス管理棟）」の 2階部分については、当初住居としての利用

を想定していたが、現在は未利用空間となっており、現在は 1階部分のみパークゴルフの貸

し出し等の機能を担っている。建設後 30年以上経過していることから、大規模な改修が発生

するタイミングにおいて、建替により簡素な建物として現在の機能を維持していくなど、維

持管理コストと再建築コストの比較のもと適切な手法を検討していく。 

なお、⑦「芝ざくら滝上公園レストハウス」や⑦「芝ざくら滝上公園フロックスハウス」

など、芝ざくら滝上公園内の各施設については、「芝ざくら滝上公園基本計画（2016年 3月

策定）」及び「滝上町公園施設長寿命化計画（2019年 2月）」等に基づき、適切な維持管理

や改善などを行っていく。 

⑧「キューパレス」については、道道上渚滑原野滝上線の沿線にあり、滝上町の観光のシ

ンボルともいえる渓谷公園の主要な場所に立地しており、また、フレグランスハウスなどの

香りの里ハーブガーデンへの入口にあり、まちを印象づける上で重要な位置付けにある。し

かし、現在は、ほとんど利用されていない状況で老朽化が進行していることから、施設の解

体を検討する。 

⑧「フレグランスハウス」は、童話村を象徴する施設ともいえる独特な外観を有する建物

である。観光面では大きな特色となる施設といえ、建物の景観面、丘から見下ろす市街地が

童話村らしさを感じられるスポットであることから、道の駅の来訪者に対してＰＲを促進し

ていくなど、その資源の有効活用を図っていく。国道からもアクセスしやすく、提供するメ

ニューも洗練されたものであり、また、滝上の物産も購入できることから、集客力向上の可

能性のある施設と考えられ、今後とも大規模改修も含めたメンテナンスを行う。 

なお、「桜ケ丘スキー場リフト」は、リフト設備更新時期を迎えており、施設のあり方も

含め適切な改修方法を検討していく。「野球場」については、今後とも維持管理とする。 

観光施設全般については、広域観光としての周辺自治体との連携も視野に入れた中で今後

のあり方を検討していく。 
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図表 Ⅳ-2 運動・観光施設の方針 

実績

2,808 SRC造 1986 維持

1,100 S造 1992 維持

999 RC造 1999 維持

264 木造 1991 維持

3,292 RC造 1982 維持

859 RC造 1996 改修 　 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化

レストハウス 287 RC造 1992 -

レストハウス
/公衆便所

74 木造 1992 -

レストハウス
/公園管理棟

77 木造 1992 -

フロックスハウス
兼便所/休憩所

149 木造 1986 -

フロックスハウス
兼便所/公衆便所

128 木造 1989 -

フレグランスハウス
/観光会館・喫茶

152 木造 1991 維持

フレグランスハウス
/観光会館・ショップ

169 木造 1996 維持

コテージ4人用 57 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ 2010 維持

コテージ8人用 96 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ 2010 維持

センターハウス
/管理事務所

343 木造 1990 建替 　

キューパレス 977 RC造 1994 廃止 　

ハーブ乾燥施設 133 木造 1995 維持

119 木造 1995 維持

今後の管理方針

備考
方針

概ねの着手時期
～10年 10～

20年
参考
20～

「芝ざくら滝上公園
基本計画」等による

分類 施設名等
延床面積

(㎡)
構造

建築
年

⑧渓谷公
園

⑨ウッドパークゴルフ場
（休憩所トイレ）

ス ポ ー ツ
施設

①スポーツセンター

②室内グラウンド

③水泳プール

④桜ケ丘スキー場
管理棟

⑤ホテル渓谷

⑥道の駅

観光施設

⑦芝ざくら
滝上公園
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３．学校教育施設の方針 

現在管理している学校教育施設（学校・その他教育施設）は、小学校 2校、中学校 1校、給

食センター1 施設である。このうち、小学校・中学校は全ての施設において延床面積の合計が

1,000㎡以上となっている。 

なお、滝上中学校については、道立滝上高等学校が 2018年度をもって閉校となった後、2021

年度から跡施設を活用して移転した。 

①「滝上小学校」については、今後とも適切な維持管理や改修・改善を図っていく。②「濁

川小学校」については、児童数が少なく全町的な人口減少により児童数が大きく増加すること

は見込めないことから、将来的な滝上小学校との統合に向けて、2022年度以降に検討を開始す

る。 

③「滝上中学校（旧滝上高校校舎）」については、適切な維持管理を行い長期的な活用を図

っていく。 

このように、今後とも少子化が進む見通しのなか、将来の学校配置のあり方について継続的

に検討しながら、老朽施設の改修・補修を計画的に進めることで、良好な教育環境の形成と財

政負担の低減化を目指す。 

④「給食センター」は、今後とも適切な維持管理や改修・改善を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実績

3,004
/252
/104
/878

RC造
/木造

1982
/1960
/1959

維持

2,119
/914
/36

RC造
/S造
/木造

1980
/1977
/1982

維持

2,487
/988
/310
/71
/80
/100

RC造
/ＣＢ造
/木造

1987
/1982
/1975
/2005
/1989
/2005

機能見直し
（校舎移転）

R3年度から、旧滝
上高校跡施設へ移
転

その他
教育施設

269 RC造 1990 維持

R4年度以降に、統
合に向けた協議開
始

③滝上中学校
（旧滝上高校跡）

④滝上町
学校給食センター

①滝上小学校

②濁川小学校

分類 施設名等
延床面積

(㎡)
構造

学校

建築
年

今後の管理方針

備考
方針

概ねの着手時期
～10年 10～

20年
参考
20～

図表 Ⅳ-3 学校教育施設の方針 
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４．産業系施設の方針 

現在管理している産業系施設（農業施設・林業施設）は、いずれも 1,000 ㎡未満となって

いる。 

①「農産品加工研究センター」は、建築後約 35年が経過しており建物自体の大規模改修の

時期に来ている。 

当該施設は、滝上の特産物である七面鳥の燻製の生産など、町内における農畜産品加工や

開発には不可欠の施設といえるため、今後とも維持保全や改修・改善を行っていくことが必

要である。 

②「ら・てーる」は、旧濁川診療所や住宅跡を居住施設として利用しているものであり、

町の産業支援のための就業者用住宅として、今後とも適切な維持保全や改修・改善を行い活

用を図っていく。 

③「滝下農業研修センター」や④「四区青年研修所」については、農村地区における地域

会館としての機能や定期健診等の場として今後とも適切に維持管理や改修・改善を行ってい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 Ⅳ-4 産業系施設の方針 

実績

428 S造 1986 維持

滞在施設
387
/120

木造 2004 維持

倉庫・車庫
42
/16
/16

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ
/木造

2007
/2004

維持

183 木造 1982 維持

115 木造 1965 維持

18 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ 1993 維持

林業施設 72 木造 1981 維持
⑥木炭生産施設管理棟
（管理人住宅）

①農産品
加工研究センター

②農業研
修者滞在
施設（ ら・
てーる）

③滝下
農業研修センター

④四区青年研修所

⑤町営三区牧野
（管理事務所）

農業施設

今後の管理方針

備考
方針

概ねの着手時期
～10年 10～

20年
参考
20～

分類 施設名等
延床面積

(㎡)
構造

建築
年
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５．子育て支援施設の方針 

子育て支援施設は、2011年度に幼稚園と保育所が一体となった「滝上町こども園」がその役

割を担っている。 

①「滝上町こども園」については、「子育てしやすい町」としての滝上町を代表する施設と

いえる。近年供用を始めた施設であることから、当面は現在の形態のまま維持管理を行ってい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．保健福祉施設の方針 

保健施設として、訪問看護ステーション、地域包括支援センター、社会福祉協議会が一体

となって、旧濁川保育所を改修した「地域サポートセンター・ウエル」が管理・運営されて

いる。 

①「地域サポートセンター・ウエル」は、濁川における福祉の核施設として、適切な維持

管理とともに、周期的な修繕・改善等により活用を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

７．医療施設の方針 

医療施設として、「滝上町国民健康保険診療所」と「歯科診療所」が立地している。 

①「滝上町国民健康保険診療所」は、1975 年の建設から 47 年が経過しており、老朽化が著

しいため、診療所の運営方針が決定後、複数年計画による建替を検討する。 

②「歯科診療所」は、長期的視点を持って今後の施設のあり方等の検討の議論を進めていく。 

 

 

 

  

図表 Ⅳ-7 医療施設の方針 

図表 Ⅳ-6 保健福祉施設の方針 

図表 Ⅳ-5 子育て支援施設の方針 

実績

保健施設
297
/131
/58

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ
/S造

1989
/2014

維持
①地域サポートセンター
・ウエル

今後の管理方針

備考
方針

概ねの着手時期
～10年 10～

20年
参考
20～

分類 施設名等
延床面積

(㎡)
構造

建築
年

実績

幼・保・こ
ども園

570
/9
/12
/403
/17

S造
/木造

/ RC造

1980
/2011

維持①滝上町こども園

今後の管理方針

備考
方針

概ねの着手時期
～10年 10～

20年
参考
20～

分類 施設名等
延床面積

(㎡)
構造

建築
年

実績

2,607 RC造 1975 建替

126 木造 1980 維持
今後のあり方等を検
討

今後の管理方針

備考
方針

概ねの着手時期
～10年 10～

20年
参考
20～

分類 施設名等
延床面積

(㎡)
構造

建築
年

医療施設

②歯科診療所

①滝上町国民健康保険診療所
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８．行政施設の方針 

行政施設として以下のようなものが挙げられる。うち述べ面積の合計が 1,000 ㎡を超える

施設は、「役場庁舎」施設である。 

①「役場庁舎」は今後とも町行政の拠点として、適切な維持管理や修繕・改善を行ってい

く。 

消防関連施設については、老朽化が進行している③「消防団滝上支署」の建替を優先する

こととし、次いで、③「消防団第 2 分団（栄町）」の建替の際は「消防団滝上支署」との統

合も検討する。長期的には③「消防団第 3 分団（濁川）」、③「消防団第 3 分団滝下」の建

替も検討する。 

なお、「消防団滝上支署」の建替にあたっては、近接する「消防待機宿舎」と一体的な建

替が必要となるとともに、道路を挟んで隣接する②「滝上町役場総合車庫」の移転建替と一

体的に着手することを検討する。 

現在利用されていない④「旧法務局」は廃止とし、⑤「事務所（旧駅前食堂）」については

その機能を見直し、民間による活用方向を検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実績

①役場庁舎
3,294
/316
/16

SRC造
/木造

1989 維持

266 S造 1966 建替 　
利便性を考慮して、
移転建替を検討

滝上支署 622 RC造 1978 建替 　
R10年度に建替予
定

第2分団
（栄町）

237 木造 1980 建替 　

第3分団
（濁川）

121 S造 1990 維持

第3分団
（滝下）

32 S造 2001 維持

79
/78
/16

CB造
/木造

1970 廃止 　

202 木造 1985 機能見直し 　
民間による活用方
向の検討

397 S造 1972 維持

605
/80
/39

S造
/木造

2012 維持

24 RC造 1983 維持

49 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ 1970 維持

97 S造 1984 維持

今後の管理方針

備考
方針

概ねの着手時期
～10年 10～

20年
参考
20～

分類 施設名等
延床面積

(㎡)
構造

建築
年

⑤事務所
（旧駅前食堂）

⑨林務倉庫

⑩二区圃場倉庫

⑥旧除雪センター

⑦除雪センター

⑧デジタル山上基地

②滝上町総合車庫

④旧法務局

③消防団

行政施設

図表 Ⅳ-8 行政施設の方針 
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９．住宅施設の方針 

住宅施設として、町営住宅、職員住宅、教職員住宅等が管理されている。 

①「町営住宅」については、「滝上町公営住宅等長寿命化計画」に基づいて改善事業や建替

事業を行っていく。また、人口の減少、人口の集中化につながらないように、地域バランスに

配慮した建替や改修などの整備を進めていく。 

②「職員住宅」・③「教職員住宅」については、老朽化が進んでいるものが多いが、当面は

現在管理している住宅を今後とも維持管理していくことを基本とし、移住・定住の促進に向け

て一部は現在白鳥地区で運用しているような「ちょっと暮らし住宅」として活用することを検

討する。 

現在、空き家となっている③「旧塵芥焼却所管理人住宅」については廃止とし、同じく空き

家である④「文化センター 図書館管理人住宅」については、今後とも入居者が想定されない

場合は、例えば「郷土館」の展示スペースや収蔵品倉庫など、用途の転換を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 Ⅳ-9 住宅施設の方針 

※定住促進住宅は教員住宅に計上 
単体車庫を除く 

実績

18,063 木造他
1956

～2021
-

公営住宅等長寿命
化計画により推進

3,071 木造他
1961

～2017
維持

4,553 木造他
1963

～2000
維持

58 木造 1970 廃止 　

67 木造 1979 機能見直し 　 用途転換の検討

164 木造
1975
/1995
/2013

維持
国民健康保険診療
所と合わせて検討

109 木造 1999 維持
歯科診療所と合わ
せて検討

372
ブロック造

/木造
1975
/1979

維持

57 木造 1989 維持

延床面積
(㎡)

構造
建築
年

今後の管理方針

備考
方針

概ねの着手時期
～10年 10～

20年
参考
20～

分類 施設名等

④文化センター
図書館管理人住宅

⑤医師住宅

⑥歯科医師住宅

⑧滝上町クリーンセンター
住宅

⑦診療所職員住宅等

①町営住宅
(公営住宅等)

②職員住宅

③旧塵芥焼却場
管理人住宅

③教職員住宅

住宅施設
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１０．供給処理施設の方針 

供給処理施設として、「滝上町クリーンセンター」が立地している。 

供給処理施設は、現在稼働停止中の①「滝上町クリーンセンター 焼却炉排ガス処理施設」

を除き、今後とも適切な維持管理や改修・改善を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．社会教育施設の方針 

社会教育施設として「郷土館」「たくみ館」「旧駅舎（旧北見滝ノ上駅）」が立地している。 

①「郷土館（資料館、ＳＬ館）」は、先史時代の土器や石器、開拓期からの生活用品など滝

上町の開拓の歴史やまちの成り立ちなど、先人の歩んだ歴史を知ることができる、滝上町にと

って重要な施設である、しかし、建設後 40 年以上経過していることから老朽化が進行してい

る状況である。 

このため、改修時期においては、その機能を保存・移転させて、施設自体は廃止することを

検討する。現在、郷土館は相当数の貯蔵品を有しており、移転先で全てを展示するためには多

くのスペースを要することが想定されるため、機能を移転する場合は、遊休施設の活用等を検

討し機能の維持に努める。 

②「たくみ館」については、建築後 40年以上を経過し老朽化していることから、改修時期に

あわせて建物自体は廃止し、その機能を遊休施設や他の公共施設などに移転することを検討す

る。 

③「旧駅舎（旧北見滝ノ上駅）」は、町の歴史資源として、今後とも維持管理を行う。 

 

 

 

 

 

 

  

図表 Ⅳ-11 社会教育施設の方針 

図表 Ⅳ-10 供給処理施設の方針 

実績

侵出水
処理施設

242 S造 2001 維持

塵芥処理施設 701 RC造 2001 維持

焼却炉排ガス
処理施設

200 S造 2002 廃止 　

職員室（棟） 28 木造 1989 維持

シカ残滓
処理施設

162
/108

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ
/S造

2012
/2013

維持

①滝上町
クリーンセ

ンター

供給処理
施設

分類 施設名等
延床面積

(㎡)
構造

建築
年

今後の管理方針

備考
方針

概ねの着手時期
～10年 10～

20年
参考
20～

実績

669
/314

S造
/木造

1978
/1980

廃止 　
機能を他施設に移
転

289 木造 1977 廃止 　
機能を他施設に移
転

114 木造 1990 維持

社会教育
施設

①郷土館

②たくみ館

③旧駅舎
（旧北見滝ノ上駅）

分類 施設名等
延床面積

(㎡)
構造

建築
年

今後の管理方針

備考
方針

概ねの着手時期
～10年 10～

20年
参考
20～
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１２．インフラ施設の方針 

インフラ施設として以下の施設が立地しており、③「浄水場」については、2021年度に更新

が完了し、水質が整い次第、供用開始となっている。これに伴い、既存の②「水道施設」につ

いては廃止を予定する。 

①「終末処理場」・③「浄水場」とも、ライフラインとして重要な施設のため、今後とも適正

な維持管理とともに長寿命化を含めた改修等を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 Ⅳ-12 インフラ施設の方針 

実績

2,422 RC造 1999 維持

70 CB造 1962 廃止
新たな浄水場整備
に伴い廃止

937 S造 2021 維持

②水道施設

延床面積
(㎡)

構造
建築
年

今後の管理方針

備考
方針

概ねの着手時期
～10年 10～

20年
参考
20～

分類 施設名等

インフラ施
設

③浄水場

①滝上終末処理場
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１３．その他施設の方針 

その他施設として、「旧濁川公民館」のほか、以下のような施設が立地している。 

①「旧濁川公民館」については、現在は公民館としては使用されておらず、その機能は「基

幹集落センター」に移行していることから、除却または民間への譲渡などにより、町の管理財

産からは除外することを検討する。 

滝西では、類似施設の立地が数か所にみられる。このうち②「旧滝西公民館（ひまわり文庫）」

については、民間への譲渡により町有財産から除外していくことを検討する。 

雄鎮内の③「多目的活性化広場管理棟」は建築後 15 年程度であり、地域のコミュニティ広

場にあるため、今後とも適切な維持管理や改修・改善を行っていく。 

④「火葬場」は、今後とも適切な維持管理とともに改修・改善等を図っていく。 

近年新たに整備された⑦「防災倉庫」及び⑧「まちなか活性化店舗」については、適切な維

持管理等を行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実績

78
/22

木造 1966 廃止 　
除却又は民間へ譲
渡

254 木造 1964 廃止 　 民間に譲渡

58 木造 2008 維持

256
/4

木造
/ RC造

2006 維持

35 RC造 1990 維持

106 木造 1952 維持

92 木造 2021 維持

455 CB造 2017 維持

その他施
設

④火葬場

②旧滝西公民館
（ひまわり文庫）

①旧濁川公民館

⑤河川公園便所

③多目的活性化広場
管理棟

備考
方針

概ねの着手時期
～10年 10～

20年
参考
20～

⑥営繕資材倉庫

⑦防災倉庫

⑧まちなか活性化貸店舗

分類 施設名等
延床面積

(㎡)
構造

建築
年

今後の管理方針

図表 Ⅳ-13 その他施設の方針 
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１４．遊休施設の方針 

旧小中学校と「雄柏地区構造改善センター」が遊休施設となっている。 

①「旧滝下小学校」と②「旧白鳥小学校」については、除却や民間への譲渡を検討し、町の

管理財産からは除外していくことを検討する。 

③「滝上中学校（旧校舎）」ついては、2021年 4月の旧滝上高校への機能移転にともない除

却を予定する。 

④「雄柏地区構造改善センター」については、実態として利用されていないことから町有財

産から除外することを検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 Ⅳ-14 遊休施設の方針 

実績

637
/473

RC造
/SRC造

1983 廃止 　
除却又は民間への
譲渡

750
/432

木造
/RC造

1987 廃止 　
除却又は民間への
譲渡

3,583
/898

RC造
/S造

1971
/1973

廃止 除却を予定

119 木造 1993 廃止 　

今後の管理方針

備考
方針

概ねの着手時期
～10年 10～

20年
参考
20～

分類 施設名等
延床面積

(㎡)
構造

建築
年

③旧滝上中学校

④雄柏地区
構造改善センター

遊休施設

②旧白鳥小学校

①旧滝下小学校
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第V章 インフラ施設の施設類型ごとの基本方針 

１．道路 

道路については、計画的な道路の改修・維持管理により、安全で安心な道路機能の確保と

構造物のライフサイクルコストの縮減を図る。 

そのため、道路施設を定期的に点検し、損傷程度および対策の必要性などを評価する。点

検の結果、補修履歴などのデータを道路台帳に蓄積することで、計画的な改修・維持管理の

検討材料とする。また、早期に道路施設の損傷を発見し、必要な対策を効果的に実施するこ

とで道路施設の長寿命化を図る。 

 

２．橋梁 

橋梁については、管理橋の高齢化に対応するため、従来の｢事後保全的｣な対応から｢予防保

全的｣な対応に転換を図るとともに、「滝上町橋梁長寿命化修繕計画」により修繕及び架替え

に係る費用のコスト縮減を図り、地域の道路網の安全性、信頼性を確保する。 

そのため、日常的にパトロール・清掃などを実施するとともに、定期的に目視による点検

を行う。また「滝上町橋梁長寿命化修繕計画」における長期的なコスト検討に基づき適切に

修繕を進めて行く。 

 

３．上下水道 

上水道については、安全安心な水道水を安定的に供給し、かつ、水道事業を持続的に運営

することを目標とする。 

また、下水道については、「下水道ストックマネジメント計画」等に基づき、土地利用と

の整合を図りつつ今後とも整備を進めていくとともに適切な維持管理により、公衆衛生の向

上を推進することを目的とする。 

そのため、上下水道施設とも定期点検とメンテナンスを着実に実施し、施設の長寿命化を

図るとともに、施設の現状を把握し老朽施設の計画的な更新に努める。 

また、施設の耐震診断を踏まえ、施設の重要度や優先度を考慮した上で、施設の耐震化を

進めていく。 

 

４．公園 

公園施設については、「滝上町公園施設長寿命化計画」や「芝ざくら滝上公園基本計画」

等に基づき、利用者の利便性向上とともに、施設の長寿命化型改修ほかコストの低減に配慮

しながら適切な整備・維持管理を進めていく。 
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■参考資料 

１．公共施設の将来費用推計の考え方について 

（「公共施設等更新費用推計ソフト 仕様書」より要約抜粋） 

 

 

■公共建築物の費用推計の考え方 

 

公共施設等の大分類ごとに、建替え、大規模改修について、更新年数経過後に現在と同じ延べ

床面積等で更新すると仮定し、延べ床面積等の数量に更新単価を乗じることにより、更新費用を

試算する。 

大規模改修、建替えの種類ごとに、調査年度から４０年度分（固定値）の更新費用を試算する。 

 

□ 耐用年数の考え方 

公共施設等の建築物については、以下の項目を推計条件として設定できるものとした。 

(ア) 建替え 

標準的な耐用年数（日本建築学会「建築物の耐久計画に関する考え方」）とされる 60 年

を採用することとする。 

(イ) 大規模改修 

大規模改修の単価は、建替えの約６割で想定するのが一般的とされているため、この想

定の単価を設定する。 

 

□ 更新単価の考え方 

公共施設等の建築物の種類ごとの更新（建替え）と大規模改修の単価については、公共施

設等の建築物の種類により建物構造等が異なることから、できる限り実態に即したものと

するために、既に更新費用の算出に取り組んでいる地方公共団体の実績、設定単価等を基

に用途別に 4 段階の単価を設定する。 
 

表 更新（建替え）及び大規模改修の単価 

更新（建替え） 市民文化系、社会教育系、行政系等施設 40 万円／㎡ 

スポーツ・レクリエーション系等施設 36 万円／㎡ 

学校教育系、子育て支援施設等 33 万円／㎡ 

公営住宅 28 万円／㎡ 

大規模改修 市民文化系、社会教育系、行政系等施設 25 万円／㎡ 

スポーツ・レクリエーション系等施設 20 万円／㎡ 

学校教育系、子育て支援施設等 17 万円／㎡ 

公営住宅 17 万円／㎡ 
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■インフラ施設の費用推計の考え方 

 

【道路の費用推計の考え方】 

道路は、整備面積を更新年数で割った面積を１年間の舗装部分の更新量と仮定し、更新

単価を乗じることにより更新費用を試算する。 

データの入力精度により 2 種類の算定方法がある。後者の方が精度は高い。 

(ア) 総面積による算定方法 

一般道路、自転車歩行車道の総面積に対し更新費用を試算する。 

(イ)分類別面積による算定方法 

以下の分類別面積に対し、それぞれの面積を更新年数で割った面積を１年間の舗装部分

の更新量と仮定し、それぞれの更新費用を乗じることにより更新費用を試算する。 

□ 数量の考え方 

道路については、路線ごとに一度に整備するものではなく、区間ごとに整備していくた

め、年度別に把握することは困難である。そのため、道路施設現況調査（国土交通省）によ

り把握した現在の道路の総面積を、舗装部分の更新（打換え）の耐用年数で割ったものを、

１年間の舗装部分の更新量と仮定する。 

□ 耐用年数の考え方 

舗装の耐用年数の 10 年と舗装の一般的な供用寿命の 12～20 年のそれぞれの年数を踏

まえ 15 年とし、したがって、全整備面積をこの 15 年で割った面積の舗装部分を毎年度更

新していくと仮定する。 

□ 更新単価の考え方 

総面積に対する更新単価、分類別面積に対するそれぞれの更新単価を設定し試算する。

各団体による基準値、試算値を記入する。 
 

表 更新単価（推計ソフト初期設定値） 

一般道路 4,700 円／㎡ 

自転車歩行者道 2,700 円／㎡ 

 

 

【上水道の費用推計の考え方】 

上水道については、延長に更新単価を乗じることにより、更新費用を試算する。公共施設

一覧に記入された上水道会計施設（建物）について、公共施設の試算方法にならい加算す

る。同じく公共施設一覧のプラント部分の費用を、大規模改修、更新について、更新年数経

過後に更新割合で更新されると仮定し、費用を加算する。 

データの入力精度により 2 種類の算定方法がある。後者の方が精度は高い。 

(ア) 管径別延長による算定方法 

管径別の延長に、それぞれの更新費用を乗じることにより更新費用を試算する。 

(イ) 管径別年度別延長による算定方法 

更新年数経過後に現在と同じ延べ面積等で更新すると仮定し、管径別年度別延長に、そ

れぞれの更新費用を乗じることにより更新費用を試算する。 

□ 数量の考え方 

上水道管については、水道統計調査（厚生労働省）により、現在の総延長及び管径別の延

長が把握できるため、これにより算定し、可能であれば、さらに過去の管径別の年度ごとの

延長により算定する。 

□ 耐用年数の考え方 
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上水道管については、整備した年度から法定耐用年数の 40 年を経た年度に更新すると仮

定する。更新年数を既に経過し、更新しなくてはならないはずの管が、更新されずに残され

ている場合には、積み残しを処理する年数（初期値 5 年）で更新することとする。 

□ 更新単価の考え方 

管径別に対するそれぞれの更新単価を設定し試算する。各団体による基準値、試算値を

記入する。初期設定値は、下表のとおり。 
 

表 上水道管の更新単価（推計ソフト初期設定値） 

更 新 

単 価 

導水管および送水管 300～500mm 114 千円/ｍ 

～300mm 未満 100 千円/ｍ 

配水管 ～200mm 以下 100 千円/ｍ 

～150mm 以下 97 千円/ｍ 

 

 

【下水道の費用推計の考え方】 

下水道については、延長長さに更新単価を乗じることにより、更新費用を試算する。公共

施設一覧に記入された下水道施設（建物）について、公共施設の試算方法にならい加算す

る。データの入力精度により以下の 5 種類の算定方法が選択できる。(ア)、(イ)、(ウ)、

(エ)、(オ)の順に精度が高くなると考えられる。 

(ア)総延長による算定方法 

(イ)管種別延長による算定方法 

(ウ)管種別年度別延長による算定方法 

(エ)管径別延長による算定方法 

(オ)管径別年度別延長による算定方法 

□ 数量の考え方 

下水道管については、「下水道事業に関する調書」（国土交通省）により、現在の総延長を

把握し、可能であれば、管種別又は管径別の延長、さらに過去の管種別又は管径別の年度ご

との延長により算定する。 

□ 耐用年数の考え方 

下水道管については、整備した年度から法定耐用年数の５０年を経た年度に更新すると

仮定する。更新年数を既に経過し、更新しなくてはならないはずの管が、更新されずに残さ

れている場合には、積み残しを処理する年数（初期値 5 年）で更新することとする。 

□ 更新単価の考え方 

管種別管径別に対するそれぞれの更新単価を設定し試算する。各団体による基準値、試

算値を記入する。初期設定値は、下表のとおり。 
 

表 下水道管の更新単価（推計ソフト初期設定値） 

総量把握  124 千円/ｍ 

管種別 コンクリート管、塩ビ管等 124 千円/ｍ 

 更生管 134 千円/ｍ 

管径別 ～250 ㎜ 61 千円/ｍ 

 251 ㎜～500 ㎜ 116 千円/ｍ 
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２．現段階で廃止が想定されている公共施設リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 施設名 建物名
延床
面積
（㎡）

構造
コード名

建築年
（西暦）

備考

集会施設 滝西公民館（旧滝西小） 校舎・幼稚園舎 627 鉄筋コンクリート構造 1987

集会施設 滝西公民館（旧滝西小） 体育館 562 鉄骨・鋼構造 1987

観光施設
ハーブ体験実習施設
キューパレス

観光会館 977 鉄筋コンクリート構造 1994

行政施設 旧法務局 事務所棟１ 79 ブロック造 1970

行政施設 旧法務局 事務所棟２ 78 ブロック造 1970

行政施設 旧法務局 車庫 16 木構造・木質構造 1970

住宅施設
旧塵芥焼却場
管理人住宅

旧塵芥焼却場
管理人住宅

58 木構造・木質構造 1970

住宅施設 教員住宅・滝西５・６ 教員住宅・滝西５・６ 99 木構造・木質構造 1963 R4解体予定

供給処理施設 焼却炉排ガス処理施設 上屋 200 鉄骨・鋼構造 2002

社会教育施設 郷土館 博物館１ 669 鉄骨・鋼構造 1978

社会教育施設 郷土館 博物館２ 314 木構造・木質構造 1980

社会教育施設 たくみ館 訓練所 289 木構造・木質構造 1977

インフラ施設 水道施設 水道施設 70 ブロック造 1962

その他施設 旧濁川公民館 集会所１ 78 木構造・木質構造 1966

その他施設 旧濁川公民館 集会所２ 22 木構造・木質構造 1966

その他施設 旧滝西公民館 ひまわり文庫施設 254 木構造・木質構造 1964

遊休施設 旧滝下小学校 校舎・幼稚園舎 637 鉄筋コンクリート構造 1983

遊休施設 旧滝下小学校 体育館 473 鉄骨鉄筋コンクリート造 1983

遊休施設 旧白鳥小学校 校舎 750 木構造・木質構造 1987

遊休施設 旧白鳥小学校 体育館 432 鉄筋コンクリート構造 1987

遊休施設 滝上中学校 校舎 3,583 鉄筋コンクリート構造 1971

遊休施設 滝上中学校 体育館 898 鉄骨・鋼構造 1973

遊休施設
雄柏地区構造改善セン
ター

集会所 119 木構造・木質構造 1993

施設数： 23 延床面積： 11,284


